
○期日 ８月２２日（水） １４：１０～

○講師 白松 賢 氏

愛媛大学 教育学研究科教育実践高度化専攻

教授、教育学部副学部長、教職総合センター長

○会場 パレット市民劇場

※実施要項・参加人数等の詳細に関しましては、７月17日付の

デスクネッツに掲載しております。
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所長 平安山 敏和

受付

１日 (水) 初任者宿泊研修（糸満） ～３日

７日AM (火) 小学校外国語授業実践講座（厚）
７日PM (火) 第2回 教職3年目研修（厚）
８日AM (水) 小学校算数授業実践講座（厚）
８日PM (水) 小学校国語授業実践講座（厚）
９日 (木) 中堅教諭等資質向上研修【社会体験】～10日
９日AM (火) 中学校国語授業実践講座（研究所）
13日PM (月) プログラミング実践講座（大道小）
14日 (火) 中堅教諭等資質向上研修⑧⑨（厚）
15日AM (水) 数学授業実践講座（研究所)
15日PM (水) 中学校電子黒板活用講座（石田中）
16日 (木) 第2回 教職5年経験者研修（厚）
17日AM (金) 理科授業実践講座（研究所）
17日PM (金) 第３回 教職2年目研修（厚）
22日 (水) 学力向上に係る研修会(ﾊﾟﾚｯﾄ市民劇場)
28日 (火) 標準学力課題改善研修会【中】（厚）
30日 (木) 標準学力課題改善研修会【小】（厚）
9月3日 (月) 学級づくり講座Ⅱ（研究所）
６日 (木) 第10回 初任者研修【模擬授業研】
12日 (水) 第３回情報教育研修会【中】（厚）
14日 (金) 第３回情報教育研修会【小】（厚）
18日 (火)タブレット端末活用講座（研究所）
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休
み
に
入
り
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学
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く
の
職
員
が

各
種
講
座
等
に
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さ
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さ
て
、
今
年
度
の
小
中
学
校
初
任
者
七
十
五
名
の
学
級
経
営
訪
問
が
、
七
月
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初
旬
に
終
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し

ま
し
た
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学
校
の
ご
協
力
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し
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げ
ま
す
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学
級
経
営
訪
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概
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七
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し
た
初
任
者
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と
し
た
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ン
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結
果
の
一
部
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紹
介
い
た
し
ま
す
。
初
任
者
の
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る
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、
現
在
抱
え
て
い
る
悩
み
等
を
共
通
認
識
す
る
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と
が
で
き
ま
し
た
。
校
内
で
の
初

任
者
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・
研
修
等
に
ご
活
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

～
初
任
者
の
み
な
さ
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へ
～

【
学
級
目
標
の
掲
示
】

学
校
目
標
・
学
年
目
標
を
踏
ま
え
た
学
級
目
標
を
掲
げ
、
子
ど

も
達
の
「
こ
ん
な
学
級
を
創
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
学
級
に
掲
示
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
学
習
や
日

々
の
生
活
、
学
校
行
事
等
の
振
り
返
り
の
際
に
は
、
学
級
が
向
か

う
方
向
を
子
ど
も
達
に
し
っ
か
り
と
意
識
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【

所

属

表

の

表

示

】

子
ど
も
達
に
学
級
で
の
役
割
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
員

の
役
割(

当
番
等)

が
明
記
さ
れ
た
掲
示
が
必
要
で
す
。
個
々
の
名

前
が
き
ち
ん
と
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
所
属
感
、
自
己
存
在

感
、
責
任
等
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
居
場
所
づ
く
り
に
も
な
り
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
学
級
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
よ
い
実
践
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

【

さ
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付

け

呼

称

】

丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
心
が
け
る
事
は
、
子
ど
も
達
一
人
一
人
を

大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
実
践
の
一
つ
が
児
童

生
徒
を
「
さ
ん
付
け
」
で
呼
称
す
る
こ
と
で
す
。
授
業
参
観
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
先
生
が
「
さ
ん
付
け
呼
称
」
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
授
業
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
授
業
以
外
で
も
実
践
を

継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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学
級
経
営
訪
問
で
は
多
く
の
学
級
で
、
教
師
と
子
ど
も
の
良
い

関
係
性
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
子
ど
も
理

解
を
深
め
、
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
、
授
業
以
外
で
も
子
ど
も
達

と
接
す
る
事
が
大
切
で
す
。
休
み
時
間
や
放
課
後
等
を
使
い
、
気

軽
に
明
る
く
子
ど
も
達
と
遊
ん
だ
り
会
話
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
子
ど
も
達
の
小
さ
な
変
化
に
も
気
づ
く
教
師
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

初任者個人の成果・課題 ～初任者アンケートより～（☆成果 ★課題）
☆児童とのコミュニケーションを大切にし、必要に応じ道徳的指導をしている。☆毎時間
の授業の中で、「主体的・対話的で深い学び」ができるような授業の流れを作り、実践し
ている。☆児童の作品や提出物には必ずコメントを書いて提示することで次の意欲へと繋
げている。☆好き嫌いが多い児童へ「食の大切さ」や「調理員さん達の思い」を伝えたり、
する事で残量が減り完食できるようになった。☆初任者研修を通して、改めて学級経営の
大切さがわかった。☆生徒と積極的にコミュニケーションを図り、生徒理解に努めること
ができた。☆朝読書を推進し、生徒に読書の習慣を身に付けさせることができた。
★毎日の授業、学校生活をこなすことが精一杯。子どもとの関わりがもてない。★（子ど
もの）つまずきを大切にしたいが、つまずきの活用のしかたが難しい。★家庭読書を習慣
化させることができていない。★作業の優先順位を付けることが難しい。

書    名 著    者

「道徳科」評価の考え方・進め方

　　　　　　　　　　　　　　（教職研修総合特集）
永田　繁雄　編

小学校理科授業ネタ事典 鷲見　辰美　編著

数学教育とメタ認知的知識 星野　将直　著

新版実践保育内容シリーズ２　人間関係 小櫃智子・谷口明子編著

中学校理科図解でわかる「深い学び」の
プロセス

大久保　秀樹　編

小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全教科等揃いました。

中学校学習指導要領（平成29年度告示）解説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全教科等揃いました。


